
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
鍵を用いて開閉され防犯用の鍵構造を有する錠前構造であって、該錠前構造は、取付対象
部の内側に設けられる内側ノブ部と、前記取付対象部内に配設され出入ロック機構部を有
する錠本体部と、前記取付対象部の外側に設けられる外側ノブ部とからなり、該外側ノブ
部は、前記錠本体部に連結されて前記出入ロック機構部を作動するための第１シリンダ部
と、該第１シリンダ部に連結され、前記第１シリンダ部と独立して動作される単一または
複数の第２または第２乃至第ｎシリンダ部とからなり、前記第１及び第２または第２乃至
第ｎシリンダ部を動作する鍵は、前記第１シリンダ部の雌鍵刃部に噛合し前記第２又は第
２乃至第ｎシリンダ部に噛合又は挿入可能な形状の先雄鍵刃部を先端側に形成すると共に
その基端側に前記第２又は第２乃至第ｎシリンダ部の雌鍵刃部に挿入又は噛合可能な第２
又は第２乃至第ｎの基雄鍵刃部を形成するものからなり、前記第１シリンダ部と第２シリ
ンダ部又は第２シリンダ部とこれに連結される第３・・・第ｎシリンダ等の隣接するシリ
ンダ部とは鍵動作されない自由状態にあって夫々の前記雌鍵刃部の配置される角度位置が
異なって配置され、隣接して配置される各シリンダ部間には相互の雌鍵刃部が角度合わさ
れた場合において前記鍵の押圧力により開口するシャッタ機構部が介設されることを特徴
とする防犯用錠前構造。
【請求項２】
鍵を用いて開閉され防犯用の鍵構造を有する錠前構造であって、該錠前構造は、取付対象
部の内側に枢支され前記取付対象部との間に前記鍵の基雄鍵刃部に係止する第１の係止機
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構部を弾性出入自在に介設し内部に前記鍵の挿通可能な鍵孔部を形成する第１のシリンダ
部と、該第１のシリンダ部と同一軸線上に隣接して配置され前記取付対象部の内側に枢支
され前記取付対象物との間に前記鍵の基雄鍵刃部に係止する第２の係止機構部を弾性出入
自在に介設し内部に前記鍵の挿入可能な鍵孔部を形成し前記取付対象部の出入ロック機構
部に係合する第２のシリンダ部と、該第２のシリンダ部と前記第１のシリンダ部との間に
介設されこれ等にピン支持されるシャッタ機構部とを備えるものからなり、前記第１のシ
リンダ部の鍵孔部及び第１の係止機構部と前記第２のシリンダ部の鍵孔部及び第２の係止
機構部とは前記鍵の挿入されない自由状態において互いに角度θだけずれた位置に配置さ
れ、前記シャッタ機構部は、前記鍵の挿入されない自由状態において前記第１のシリンダ
部の鍵孔部と前記第２のシリンダ部の鍵孔部との連通を遮断する状態に配置され、かつ前
記第１のシリンダ部の鍵孔部に挿入された前記鍵の回動動作により回動して第１及び第２
のシリンダ部の鍵孔部を連通可能にする形状から形成されることを特徴とする防犯用錠前
構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、ドア等の取付対象部に取付けられ、ピッキング等の被害から解放され
る防犯用錠前構造に係り、特に、構造簡便で安価に実施でき、かつ防犯性の向上が図れる
防犯用錠前構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
最近ピッキングの被害が急増し、これに対する各種防犯用錠前が開発され、具体的に広く
使用されている。この防犯用錠前構造としては、警報手段を伴った電気又は電子的な機構
部を有するものや、ダブルロック式のやや複雑な機構部を内蔵するものや鍵そのものの構
造に特異性を有するもの等各種のものがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前記の従来技術における防犯用錠前構造は夫々特徴を有し、その効果もあるが、比較的高
価であり、取扱性，操作性，装着性等において問題があり、家庭用のドア等の取扱対象部
に適用するには必ずしも最適のものとは言えない。
【０００４】
本発明は、以上の事情に鑑みて発明されたものであり、構造簡便で安価に実施でき、防犯
性についても効果的である防犯用錠前構造を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、以上の目的を達成するために、請求項１の発明は、鍵を用いて開閉され防犯用
の鍵構造を有する錠前構造であって、該錠前構造は、取付対象部の内側に設けられる内側
ノブ部と、前記取付対象部内に配設され出入ロック機構部を有する錠本体部と、前記取付
対象部の外側に設けられる外側ノブ部とからなり、該外側ノブ部は、前記錠本体部に連結
されて前記出入ロック機構部を作動するための第１シリンダ部と、該第１シリンダ部に連
結され、前記第１シリンダ部と独立して動作される単一または複数の第２または第２乃至
第ｎシリンダ部とからなり、前記第１及び第２または第２乃至第ｎシリンダ部を動作する
鍵は、前記第１シリンダ部の雌鍵刃部に噛合し前記第２又は第２乃至第ｎシリンダ部に噛
合又は挿入可能な形状の先雄鍵刃部を先端側に形成すると共にその基端側に前記第２又は
第２乃至第ｎシリンダ部の雌鍵刃部に挿入又は噛合可能な第２又は第２乃至第ｎの基雄鍵
刃部を形成するものからなり、前記第１シリンダ部と第２シリンダ部又は第２シリンダ部
とこれに連結される第３・・・第ｎシリンダ等の隣接するシリンダ部とは鍵動作されない
自由状態にあって夫々の前記雌鍵刃部の配置される角度位置が異なって配置され、隣接し
て配置される各シリンダ部間には相互の雌鍵刃部が角度合わされた場合において前記鍵の
押圧力により開口するシャッタ機構部が介設されることを特徴とする。以上の構成により
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、前記鍵が第２又は第２乃至第ｎシリンダに噛合又は係合している状態では前記鍵の開閉
動作によって錠本体部の出入ロック機構部は出入動作されない。即ち、取付対象部の開閉
は行われていない。また、この場合、第１シリンダ部と第２又は第２乃至第ｎシリンダ部
との雌鍵刃部とは角度位置が異なっているため、第２シリンダ部等に挿入された鍵はその
ままではそれ以上挿入することができない。この状態で更に前記鍵を回動し、前記鍵の先
端側の先雄鍵刃部を第１シリンダ部の雌鍵刃部に噛合可能の状態にする。これにより、第
１シリンダ部が回動可能となり鍵を回動動作することにより錠本体部の出入ロック機構部
が作動し、取付対象部の開閉が行われる。なお、ピッキングをする犯人は本発明の錠前構
造を知らないためピッキング用の挿入具が円滑に挿入されず、結果として出入ロック機構
部の開閉を簡単に行うことができない。また、シャッタ機構部を設けることにより、最も
手前側のシリンダ部の雌鍵刃部や挿通孔を覗いてもそれ以外のシリンダ部の雌鍵刃部等は
シャッタ機構部により閉止されその存在を確認することができずこれを押圧により開口す
ることにより鍵刃部が露出され鍵の挿通が可能になる。以上により、ピッキングを確実に
防止できる。
【０００６】
また、請求項２の発明は、鍵を用いて開閉され防犯用の鍵構造を有する錠前構造であって
、該錠前構造は、取付対象部の内側に枢支され前記取付対象部との間に前記鍵の基雄鍵刃
部に係止する第１の係止機構部を弾性出入自在に介設し内部に前記鍵の挿通可能な鍵孔部
を形成する第１のシリンダ部と、該第１のシリンダ部と同一軸線上に隣接して配置され前
記取付対象部の内側に枢支され前記取付対象物との間に前記鍵の基雄鍵刃部に係止する第
２の係止機構部を弾性出入自在に介設し内部に前記鍵の挿入可能な鍵孔部を形成し前記取
付対象部の出入ロック機構部に係合する第２のシリンダ部と、該第２のシリンダ部と前記
第１のシリンダ部との間に介設されこれ等にピン支持されるシャッタ機構部とを備えるも
のからなり、前記第１のシリンダ部の鍵孔部及び第１の係止機構部と前記第２のシリンダ
部の鍵孔部及び第２の係止機構部とは前記鍵の挿入されたい自由状態において互いに角度
θだけずれた位置に配置され、前記シャッタ機構部は、前記鍵の挿入されない自由状態に
おいて前記第１のシリンダ部の鍵孔部と前記第２のシリンダ部の鍵孔部との連通を遮断す
る状態に配置され、かつ前記第１のシリンダ部の鍵孔部に挿入された前記鍵の回動動作に
より回動して第１及び第２のシリンダ部の鍵孔部を連通可能にする形状から形成されるこ
とを特徴とする。以上の構造により、自由状態では第１のシリンダ部の鍵孔部は見ること
ができるが、第２のシリンダ部の鍵孔部はシャッタ機構部により閉止され外からは見えず
、かつ鍵をそのまま挿入してもシャッタ機構部は回動しない。第１のシリンダ部の鍵刃部
に鍵を挿入しこれを角度θだけ回動するとシャッタ機構部が同期して回動し、鍵は第２の
シリンダ部の鍵孔部に挿入可能な状態となり、ここで更に鍵を回動することにより出入ロ
ック機構部の開錠が行われる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
（実施例１）
以下、本発明の防犯用錠前構造の実施の形態を図面を参照して詳述する。なお、以下の説
明では説明の都合上シリンダ部として第１シリンダ部とこれに隣接して配置される第２シ
リンダ部とからなる外側ノブ部を有するものについて説明する。また、この場合、第１シ
リンダ部及び第２シリンダ部の雌鍵刃部の構造は同一のものとしこれ等に噛合する鍵の先
雄鍵刃部及び基雄鍵刃部は同一形状のものとするが勿論これに限定するものではない。
【０００８】
図１は本実施の形態の防犯用錠前構造の全体外観構造を示すものである。防犯用錠前構造
１は大別して取付対象部の１つであるドア６の内側に配設される内側ノブ部２と、ドア６
の内部に配設される錠本体部３と、ドア６の外側に配設される外側ノブ部４と、これ等に
係合して施錠動作を行うための鍵５等とからなる。
【０００９】
錠本体部３は公知技術のものからなり、その図略の出入ロック機構部は、ドア６とその取
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付枠との間に係合してドア６と取付枠とのロックを可能にする構造部を有するものからな
るがこの詳細構造の説明は省略する。また、内側ノブ部２も公知のものであり、錠本体部
３に連結され前記出入ロック機構部を動作する内ノブ７等を有するものからなる。
【００１０】
本発明の防犯用錠前構造１の主構成部である外側ノブ部４は錠本体部３の前記出入ロック
機構部に係合する第１シリンダ部８と、これに隣接する第２シリンダ部９と、第２シリン
ダ部９を保持すると共に第１シリンダ部８に連結される外ノブ１０等とからなる。また、
第１シリンダ部８と第２シリンダ部９との間にはシャッタ機構部２０が設けられている。
【００１１】
一方、鍵５はその先端側に先雄鍵刃部１１を形成すると共にこれに隣接する基端側に基雄
鍵刃部１２を形成すると共に拡寸された把持部１３を形成するものからなる。なお、本実
施の形態では図示のように先雄鍵刃部１１と基雄鍵刃部１２は同一形成の鍵刃を形成する
ものからなる。
【００１２】
詳細構造は明記されていないが、第１シリンダ部８及び第２シリンダ部９には鍵５の先雄
鍵刃部及び基雄鍵刃部１２が噛合可能な雌鍵刃部１４，１５が形成されている。なお、前
記のように本実施の形態では第１シリンダ部８と第２シリンダ部９の雌鍵刃部１４，１５
は同一の形状のものからなる。但し、第１シリンダ部８や第２シリンダ部９が鍵５により
動作されない自由状態において図３乃至図５に示すように雌鍵刃部１４と雌鍵刃部１５と
は角度θだけ角度位置がずれた状態で配置される。
【００１３】
図２に示すように、シャッタ機構部２０は、第２シリンダ部９の開口端を閉止するシャッ
タ１６と、シャッタ１６の基端側を支持するとともに鍵５の押圧力により前記基端側を支
持点として開放されるシャッタ１６を元の閉止位置に戻すためのスプリング１７と、ノブ
１０内に形成され開放されるシャッタ１７を収納するための空間部１８及び空間形状部２
２（図６）等とからなる。なお、空間部１８は図２に示す第２シリンダ部９にのみ鍵５が
挿入された状態にある軸断面位置では図示のようにシャッタ１６の開放を拘束する壁部２
１が形成されている形状からなるが、図６に示す第１シリンダ部８に鍵５が挿入される位
置（角度θだけ図２から回動した位置）では開放されたシャッタ１６を収納し得る空間形
状部２２を形成するものからなる。また、図２，図６に示すように第１シャッタ部８と第
２シリンダ部９との間にはシャッタ１６が開閉し得るための空間部１９が形成される。
【００１４】
図２は、鍵５の先雄鍵刃部１１を第２シリンダ部９の雌鍵刃部１５に挿入して噛合せしめ
た状態を示す。この状態では鍵５の先端はシャッタ機構部２０のシャッタ１６に当り、そ
れ以上挿入することはできない。図３は図２におけるＡ－Ａ線断面図であり、鍵５と第２
シリンダ部９との噛合状態を示すものである。また、図４は図２のＢ－Ｂ線断面図であり
、シャッタ１６により鍵５の挿入通路が遮断されていることを示すためのものであり、点
線に示すように第１シリンダ部８の雌鍵刃部１４がシャッタ１６の奥に傾斜して配置され
ていることがわかる。また、図５は図２のＣ－Ｃ線断面図である。図示のように第１シリ
ンダ部８の雌鍵刃部１４は第２シリンダ部９の雌鍵刃部１５に対し角度θだけ傾斜してい
る。
【００１５】
図２の状態から更に鍵５を更に奥に挿入するには次のようにして行われる。なお、図６は
鍵５を第１シリンダ部８の挿入直前の位置まで挿入した状態を示す。即ち、図２の状態に
ある鍵５を角度θだけ回動すると、シャッタ機構部２０のシャッタ１６は空間部１８の壁
部２１から開放されるため鍵５の押圧力により図６に示すように上方に押し上げられて空
間形状部２２内に収納される。従って、鍵５はシャッタ１６に邪魔されることなく図６に
示す位置まで進む。図７は図６のＤ－Ｄ線断面図であり、鍵５の先端の先雄鍵刃部１１が
第１シリンダ部８の雌鍵刃部１４と合致した状態を示す。
【００１６】
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図６，図７の状態に合った鍵５を更に奥に挿入した状態が図８である。図８及び図８のＥ
－Ｅ線断面の図９に示すように、鍵５の先雄鍵刃部１１はだ第１シリンダ部８の雌鍵刃部
１４と噛合する。よって鍵５を回動すると第１シリンダ部８は回動可能な状態となる。
【００１７】
図８，図９の状態にあった鍵５を更に回動すると、第１シリンダ部８が回動し、図１０に
示す状態となる。図１０の状態が錠本体部３の前記出入ロック機構部の作動位置を示し、
この状態でドア６は解放可能、即ち、ロック解除の状態となり開口される。
【００１８】
以上の説明により明らかなように、ドア６を開けるには、まず、鍵５の先端側を外側ノブ
部４の第２シリンダ部９内に挿入し、第２シリンダ部９の雌鍵刃部１５と鍵５の基雄鍵刃
部１２を噛合せしめた後、鍵５を角度θだけ回動し、シャッタ機構部２０を開放し鍵５と
第１シリンダ部８の雌鍵刃部１４と位置合わせし、鍵５を更に押し込み鍵５の先雄鍵刃部
１１と第１シリンダ部８の雌鍵刃部１４とを噛合せしめ、更に鍵５を回動することにより
第１シリンダ部８と回動し、錠本体部３を作動せしめることにより行われる。
【００１９】
なお、ドア６を閉める場合、即ち、ロックをする場合は鍵５を手元に引き出せばよく、こ
の状態で第１シリンダ部８や第２シリンダ部９は鍵５が挿入されない状態に戻り、錠本体
部３の前記出入ロック機構部の戻り動作によりドア６はロックされる。また、シャッタ機
構部２０のシャッタ１６もスプリング１７のバネ力により元の位置に戻り、鍵通路を遮断
する。
【００２０】
以上の説明では、第１シリンダ部８と第２シリンダ部９とに同一形状の雌鍵刃部１４，１
５を形成し、鍵５側にもこれ等に噛合可能の先雄鍵刃部１１と基雄鍵刃部１２とを形成し
たが、第２シリンダ部９には単に鍵５の先雄鍵刃部１１の挿入し得る挿通孔があるだけで
もよい。なお、この場合、鍵５側の基雄鍵刃部１２には挿通孔に干渉しない挿通部が形成
されればよい。以上により、防犯用錠前構造１の全体構造の簡便化が図れる。
【００２１】
また、前記の説明では防犯用錠前構造１としては第１シリンダ部８と第２シリンダ部９の
みを形成する場合について説明したが、第２シリンダ部９の後に更に第３，第４のシリン
ダ部が隣接して配設するものであってもよい。
【００２２】
（実施例２）
次に、本発明の請求項２に対応する防犯用錠前構造の実施の形態を図１１乃至図１９によ
り詳述する。この防犯用錠前構造は図１１，１２に示すように大別して取付対象部２３に
枢支される第１のシリンダ部２４と、これと同一軸線上に隣接して配置される第２のシリ
ンダ部２５と、第１のシリンダ部２４と第２のシリンダ部２５との間に介設されるシャッ
タ機構部２６と、図１３，１４に示す鍵２７等とからなる。
【００２３】
第１のシリンダ部２４はフランジ部を有する円筒体からなり、その中央部には鍵孔部２８
を貫通形成するものからなる。また、第１のシリンダ部２４と取付対象部２３との間には
鍵２７の基雄鍵刃部２９に係止する第１の係止機構部３０の第１番目係止部３０ａ及び第
２番目係止部３０ｂが介設される。なお、図示のように第１番目係止部３０ａ及び第２番
目係止部３０ｂは基雄鍵刃部２９に係止する係止部３１，３１とこれを弾性支持するスプ
リング３２，３２等とからなる。また、第１のシリンダ部２４の前記フランジ部には図１
６に示すようにシャッタ機構部２６側に固定される第１のピン３３が嵌り込んでスライド
する長孔３４が形成される。また、第１番目係止部３０ａと第２番目係止部３０ｂとは図
１７の（ｂ），（ｃ）に示すように角度θ 1だけ離れた位置に夫々配置される。また、鍵
孔部２８は鍵２７の突起部３５が嵌り込んでスライドする凹部３６が形成され、鍵２７を
所定の挿入方向に案内する。
【００２４】
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第２のシリンダ部２５は第１のシリンダ部２４とほぼ同一の形状のものからなりフランジ
部を有する円筒体からなり、その内部には鍵２７の挿入される鍵孔部３７を形成する。こ
の鍵孔部３７の形状は第１のシリンダ部２４の鍵孔部２８と同一の形状のものからなるが
、これに限定するものではない。また、第２のシリンダ部２５と取付対象部２３との間に
は鍵２７の基雄鍵刃部２９に係止する第２の係止機構部３８の第３番目係止部３８ａと第
４番目係止部３８ｂが介設される。なお、図１８（ｂ），（ｃ）に示すように、第２のシ
リンダ部２５の鍵刃部３７は第１のシリンダ部２４の鍵刃部２８に対して角度θ 1だけ傾
いた位置に形成される。また、図１８（ｂ），（ｃ）に示すように、第３番目係止部３８
ａは第１番目係止部３０ａに対して角度θ 1だけ傾いた位置に配置され、第４番目係止部
３８ｂは第３番目係止部３８ａに対して更に角度θ 2だけ傾いた位置に配置される。また
、第３番目係止部３８ａ及び第４番目係止部３８ｂは鍵２７の基雄鍵刃部２９に係止する
係止部３９，３９とこれを弾性支持するスプリング４０，４０等とからなる。また、第２
のシリンダ部２５の前記フランジ部にはシャッタ機構部２６をピン支持する第２のピン４
１が固定される。
【００２５】
シャッタ機構部２６は図１１，１２に示すように薄板略楕円状の板材からなり、前記のよ
うに第１のシリンダ部２４の前記フランジ部と第２のシリンダ部２５の前記フランジ部と
の間に介設される。この上端側には第１のシリンダ部２４の長孔３４に嵌り込んでスライ
ドする第１のピン３３が固定されると共に第２のシリンダ部２５の第２のピン４１が挿入
されるピン孔４２（図１６（ｂ）等に示す）が形成される。以上により、第１のシリンダ
部２４が回動するとシャッタ機構部２６はその第１のピン３３を長孔３４に沿ってスライ
ドさせながら第２のピン４１を中心として回動可能になる。また、図示されていないが、
第２のシリンダ部２５は、出入ロック機構部に連結され、錠前構造の出入ロック機構部の
開閉を可能にしている。
【００２６】
次に、本実施例の錠前構造による開閉動作を説明する。図１５（ａ），（ｂ）は鍵２７の
挿入されない前の状態における主としてシャッタ機構部２６の配置状態を示す。図示のよ
うに、第１のシリンダ部２４の鍵孔部２８は鍵２７の挿入される手前側から見えるが、第
２のシリンダ部２５の鍵孔部３７はシャッタ機構部２６により閉止されており、手前側か
ら見えない。また、図１６（ａ）は鍵２７の挿入されない前の状態における錠前構造の第
１の係止機構部３０の配置状態を示し、図１６（ｂ）は図１６（ａ）のＩ矢視の鍵孔部２
８等の状態を示す。
【００２７】
図１７（ａ），（ｂ）に示すように、鍵２７を第１のシリンダ部２４の鍵孔部２８に挿入
すると、鍵２７の基雄鍵刃部２９の第１番目基雄鍵刃部２９ａに第１のシリンダ部２４の
第１番目係止部３０ａが係止する。この場合、角度θ 1だけ離れている第２番目係止部３
０ｂは第２番目基雄鍵刃部２９ｂには係止しない。また、鍵２７はシャッタ機構部２６に
よりそれ以上の挿入を拘束される。
【００２８】
次に、図１７（ｃ）に示すように、図１７（ａ）の状態にあった鍵２７を回動すると、第
１のシリンダ部２４が回動し、これに伴ってシャッタ機構部２６も第２のピン４１を中心
として回動する。角度θ 1だけ回動すると第１のシリンダ部２４の第２番目係止部３０ｂ
が鍵２７の第２番目基雄鍵刃部２９ｂに係止する。
【００２９】
シャッタ機構部２６が角度θ 1だけ回動すると、図１８（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すよ
うに、鍵２７は第２のシリンダ部２５の鍵孔部３７に挿入可能となり、鍵２７の第１番目
基雄鍵刃部２９ａに第２のシリンダ部２５の第３番目係止部３８ａが係止する。この場合
、これより角度θ 2だけ離れている第４番目係止部３８ｂは鍵２７の第２番目基雄鍵刃部
２９ｂには係止しない。また、第１のシリンダ部２４の第１番目係止部３０ａや第２番目
係止部３０ｂは鍵２７の第３番目基雄鍵刃部２９ｃや第４番目基雄鍵刃部２９ｄに非係止
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又は係止した状態に保持される。
【００３０】
図１８に示した状態から更に鍵２７を回動すると図１９（ａ），（ｂ）に示す状態となり
、第２のシリンダ部２５が更に角度θ 2だけ回動し、第４番目係止部３８ｂが鍵２７の第
２番目基雄鍵刃部２９ｂに係止する。この状態で前記出入ロック機構部が作動し、開放動
作が行われる。更に、鍵２７を少し回動することにより、鍵２７の基雄鍵刃部２９と各係
止部３０ａ，３０ｂ，３８ａ，３８ｂとの係止が解放され、鍵２７を手前に引き抜くこと
ができる。
【００３１】
以上のように、本実施例の錠前構造では、シャッタ機構部２６による鍵刃部３７等の閉止
と、その回動による開放により鍵の開閉が行われるものであり、極めて簡便構造ではある
が、これにより、確実なピッキング防止が可能になる。
【００３２】
【発明の効果】
１）本発明の請求項１に記載の防犯用錠前構造によれば、外側ノブ部に角度位置がずれた
状態で複数のシリンダ部が配置されているため、鍵を１つのシリンダ部に挿入して噛合せ
しめてもロック解除をすることができない。即ち、鍵の挿入と回動を行うことによっての
み取付対象部のロック解除が可能になる。これにより、ピッキングの被害を大幅に低減す
ることができる。また、本発明の防犯用錠前構造は単純な通常の構造の複数のシリンダ部
を複数配設しこれに噛合する単純構造の鍵とから構成されるため極めて簡便なもので安価
に実施することができる。また、自由状態では鍵通路はシャッタ機構部により遮断されて
いるため、鍵孔を覗いても第１シリンダ部等の存在や構造を知ることができない。よって
開錠を行うことが難しく防犯性の向上が図れる。
２）本発明の請求項２に記載の防犯用錠前構造によれば、シャッタ機構部により第２のシ
リンダ部の鍵孔部が遮断され、まず、ピッキングが防止される。この第２のシリンダ部の
鍵刃部は鍵の挿入により回動可能となる第１のシリンダ部の回動動作により、始めて開口
されるものであり、この位置で鍵を更に挿入して回動することにより出入ロック機構部の
開閉が行われる。従って、ピッキングに対しては極めて効果的な構造のものからなる。ま
た、構造としては極めて簡便のものであり、コンパクトにまとめられ、長手方向の寸法も
短くて済む。これにより、任意の場所にセットすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の防犯用錠前構造の全体外観構造を示す側面図。
【図２】本発明の防犯用錠前構造の第２シリンダ部に鍵の先雄鍵刃部を挿入した状態を示
す部分軸断面図。
【図３】図２のＡ－Ａ線拡大断面図。
【図４】図２のＢ－Ｂ線拡大断面図。
【図５】図２のＣ－Ｃ線拡大断面図。
【図６】シャッタ機構部を開放し本発明の防犯用錠前構造の第１シリンダ部の直前にまで
鍵を挿入した状態を示す部分軸断面図。
【図７】図５のＤ－Ｄ線拡大断面図。
【図８】本発明の防犯用錠前構造の第１シリンダ部に鍵５を挿入し噛合せしめた状態を示
す部分軸断面図。
【図９】図８のＥ－Ｅ線拡大断面図。
【図１０】図８の状態にあった鍵を更に回動し、ロック解除位置まで廻した状態を示す部
分拡大断面図。
【図１１】本発明の第２の実施例の防犯用錠前構造の全体構造を示す軸断面図。
【図１２】図１１のＦ－Ｆ線断面図。
【図１３】図１１等に示す防犯用錠前構造における鍵の全体構造を示す平面図。
【図１４】図１３のＧ－Ｇ線断面図。
【図１５】鍵挿入前における錠前構造を示す軸断面図（ａ）及び図１５（ａ）のＨ－Ｈ線
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断面図（ｂ）。
【図１６】鍵挿入前における第１のシリンダ部の係止部の状態等を示す軸断面図（ａ）及
び図１６（ａ）のＩ矢視の側面図（ｂ）。
【図１７】鍵挿入時の鍵と第１のシリンダ部との係合状態を示す軸断面図（ａ）及び横断
面図（ｂ）及び鍵を角度θ 1だけ回動した位置における横断面図（ｃ）。
【図１８】第２のシリンダ部に鍵を挿入した状態を示す軸断面図（ａ）及び図１８（ａ）
のＪ－Ｊ線横断面図（ｂ）及びＫ－Ｋ線横断面図（ｃ）。
【図１９】図１８の状態から更に角度θ 2だけ回動した状態を示す軸断面図（ａ）及び図
１９（ａ）のＬ－Ｌ線横断面図（ｂ）。
【符号の説明】
１　　　防犯用錠前構造
２　　　内側ノブ部
３　　　錠本体部
４　　　外側ノブ部
５　　　鍵
６　　　ドア
７　　　内ノブ
８　　　第１シリンダ部
９　　　第２シリンダ部
１０　　外ノブ
１１　　先雄鍵刃部
１２　　基雄鍵刃部
１３　　把持部
１４　　雌鍵刃部
１５　　雌鍵刃部
１６　　シャッタ
１７　　スプリング
１８　　空間部
１９　　空間部
２０　　シャッタ機構部
２１　　壁部
２２　　空間形状部
２３　　取付対象部
２４　　第１のシリンダ部
２５　　第２のシリンダ部
２６　　シャッタ機構部
２７　　鍵
２８　　鍵孔部
２９　　基雄鍵刃部
２９ａ　第１番目基雄鍵刃部
２９ｂ　第２番目基雄鍵刃部
２９ｃ　第３番目基雄鍵刃部
２９ｄ　第４番目基雄鍵刃部
３０　　第１の係止機構部
３０ａ　第１番目係止部
３０ｂ　第２番目係止部
３１　　係止部
３２　　スプリング
３３　　第１のピン
３４　　長孔
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３５　　突起部
３６　　凹部
３７　　鍵孔部
３８　　第２の係止機構部
３８ａ　第３番目係止部
３８ｂ　第４番目係止部
３９　　係止部
４０　　スプリング
４１　　第２のピン
４２　　ピン孔 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】
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